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こ
の
文
章
は
、

果
た
し
て
読
ま

れ
る
の
だ
ろ
う

か
。
締
め
切
り

３
日
前
に
書
い

て
い
る
。
人
工

知
能
に
頼
も
う
か
迷
っ

た
が
、
自
分
で
書
い
た

方
が
楽
し
そ
う
な
の
で
、

こ
う
し
て
書
い
て
い
る

▼
さ
て
、
今
週
末
は
「
日

本
ダ
ー
ビ
ー
」
で
あ
る
。

私
は
大
学
生
の
頃
か
ら

こ
の
週
に
な
る
と
ワ
ク

ワ
ク
し
て
し
ま
う
。
本
学

で
は
競
馬
の
話
を
す
る

人
は
少
な
い
が
、
た
ま
に

学
生
と
話
し
て
み
る
と
、

意
外
と
競
馬
好
き
な
若

者
が
い
て
、
な
ぜ
か
ホ
ッ

と
す
る
。
私
は
講
義
の
中

で
「
競
馬
こ
そ
キ
ン
グ
・

オ
ブ
・
ス
ポ
ー
ツ
！
」
と

熱
弁
を
ふ
る
う
が
、
学
生

た
ち
は
大
抵
ポ
カ
ン
と

し
て
い
る
。
競
馬
は
「
み

る
ス
ポ
ー
ツ
」
と
し
て
は

国
内
で
も
世
界
で
も
圧

倒
的
な
の
だ
が
…
。
競
馬

は
ス
ポ
ー
ツ
じ
ゃ
な
い
と

思
っ
て
い
る
の
か
？
悲
し

い
。
農
林
水
産
省
の
管
轄

だ
か
ら
だ
ろ
う
か
▼
そ

の
農
林
水
産
省
と
い
え

ば
、
最
近
大
臣
が
代
わ
っ

た
。
な
ん
と「
コ
メ
大
臣
」

ら
し
い
。
こ
の
広
報
誌
が

配
ら
れ
る
頃
に
は
、
備
蓄

米
な
る
も
の
が
出
回
っ
て

い
る
は
ず
。
食
べ
た
方
、

美
味
し
い
で
す
か
？
米

が
貴
重
だ
っ
た
時
代
の

人
々
が
現
代
に
タ
イ
ム

ス
リ
ッ
プ
し
て
き
た
ら
、

ど
ん
な
反
応
を
す
る
の

だ
ろ
う
。
彼
ら
の
声
を
聞

い
て
み
た
い
。
米
価
が
な

ぜ
高
騰
し
た
の
か
、
誰
も

説
明
で
き
な
い
の
が
面

白
い
。
で
も
私
は
知
っ
て

い
る
。
ふ
ふ
ふ
。　（Ｓ

・
Ｔ
）

わかくさ

　

自
転
車
競
技
部
の
梅
澤

幹
太
さ
ん
（
ス
ポ
ー
ツ
総

合
課
程
３
年
、
愛
媛
県
立

松
山
工
業
高
等
学
校
・
愛

媛
）
が
、
本
学
に
在
籍
し

な
が
ら
「
チ
ー
ム
ブ
リ
ヂ

ス
ト
ン
サ
イ
ク
リ
ン
グ

２
０
２
５
」
の
メ
ン
バ
ー

と
し
て
選
出
さ
れ
、
世
界

自
転
車
競
技
部
の
梅
澤
幹
太
さ
ん

　

令
和
７
年
４
月
25
日
～
27

日
、「
２
０
２
５
日
本
学
生
陸

上
競
技
個
人
選
手
権
大
会
」

が
神
奈
川
県
の
レ
モ
ン
ガ
ス

ス
タ
ジ
ア
ム
平
塚
で
行
わ
れ
、

女
子
円
盤
投
げ
で
本
学
の
廣

井
楓
さ
ん
（
ス
ポ
ー
ツ
総
合

課
程
４
年
、
就
実
高
等
学
校
・

岡
山
）
が
47
ｍ
90
で
優
勝
、

男
子
８
０
０
ｍ
で
岡
村
颯
太

さ
ん
（
同
３
年
、
佐
賀
県
立

致
遠
館
高
等
学
校
・
佐
賀
）

が
１
分
47
秒
04
で
大
会
新
記

録
の
価
値
あ
る
２
位
に
入
り

ま
し
た
。
Ｇ
Ｗ
中
の
試
合
を

終
え
て
一
段
落
し
た
５
月
13

日
、
陸
上
競
技
部
部
長
で
中
・

長
距
離
コ
ー
チ
の
吉
塚
一
典
准

教
授
と
投
擲
コ
ー
チ
の
瓜
田

吉
久
教
授
と
共
に
学
生
２
名

が
金
久
博
昭
学
長
を
表
敬
訪

問
し
ま
し
た
。

　

廣
井
さ
ん
は
「
優
勝
自
体

が
初
め
て
だ
っ
た
の
で
う
れ

し
い
と
い
う
気
持
ち
は
あ
る

の
で
す
が
、
記
録
は
昨
年
の

優
勝
者
と
比
べ
た
ら
低
い
の

で
、
50
ｍ
以
上
投
げ
て
、
大

学
生
だ
け
で
な
く
一
般
の
選
手

と
も
戦
え
る
レ
ベ
ル
に
な
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
学

の
歴
代
記
録
更
新
を
目
指
し

ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

昨
年
同
大
会
の
８
０
０
ｍ

で
優
勝
を
果
た
し
た
岡
村
さ

ん
は
「
８
０
０
ｍ
の
日
本
記
録

を
持
っ
て
い
た
落
合
晃
選
手

が
大
学
生
に
な
っ
て
同
じ
土

俵
で
戦
う
こ
と
に
な
り
、
勝

ち
た
い
気
持
ち
も
あ
る
ん
で

す
け
ど
、
ま
ず
は
一
緒
に
頑

張
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。
今
回
は
負
け
ま
し
た
が
、

悔
し
い
と
い
う
よ
り
は
も
っ

と
自
分
が
頑
張
ら
な
い
と
い

け
な
い
と
い
う
こ
と
を
感
じ

ま
し
た
。
さ
ら
に
記
録
を
伸

ば
せ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
」

と
コ
メ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

金
久
学
長
は
「
き
ょ
う
は

す
ご
く
い
い
ニ
ュ
ー
ス
を
あ
り

が
と
う
。
廣
井
さ
ん
は
最
終

学
年
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
本

学
の
円
盤
投
げ
の
記
録
を
更

新
す
る
と
こ
ろ
ま
で
頑
張
っ

て
ほ
し
い
。
自
分
が
大
切
に

し
て
き
た
競
技
な
の
で
、
卒

業
後
も
選
手
と
い
う
形
に
こ

だ
わ
ら
ず
、
ず
っ
と
携
わ
っ
て

も
ら
い
た
い
。
岡
村
さ
ん
は

学
年
を
重
ね
る
ご
と
に
記
録

を
伸
ば
し
、
す
で
に
本
学
の

８
０
０
ｍ
の
記
録
は
更
新
し

て
い
る
の
で
、
何
十
年
か
後

に
鹿
屋
に
戻
っ
て
き
た
と
き
に

＂
俺
の
記
録
、
ま
だ
残
っ
て
い

る
＂
っ
て
言
え
る
ぐ
ら
い
に
、

だ
れ
に
も
手
が
届
か
な
い
く

ら
い
の
記
録
を
残
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
二
人
と
も
次
の

目
標
に
向
け
て
、
し
っ
か
り
取

り
組
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
激

励
し
ま
し
た
。

　

瓜
田
教
授
は
廣
井
さ
ん
に

つ
い
て
「
さ
ら
に
上
を
目
指

し
て
頑
張
れ
る
と
思
い
ま
す
。

実
力
は
だ
い
ぶ
つ
い
て
き
て

い
る
の
で
、
慌
て
ず
焦
ら
ず

や
れ
ば
、
次
も
い
い
結
果
が

出
る
と
思
う
の
で
、
最
終
学

年
で
す
か
ら
最
後
ま
で
精
一

杯
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
で

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

岡
村
さ
ん
は
、
今
回
の
結

果
に
よ
り
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｕ
ワ
ー

ル
ド
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
ゲ
ー

ム
ズ
（
詳
細
は
下
記
）
に
日

本
代
表
選
手
と
し
て
出
場
す

る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

吉
塚
准
教
授
は
「
本
学
陸
上

競
技
部
と
し
て
は
、
恐
ら
く

１
９
９
９
年
第
21
回
ユ
ニ
バ
ー

シ
ア
ー
ド
に
出
場
し
た
永
田

宏
一
郎
さ
ん
以
来
２
人
目
と
な

る
ユ
ニ
バ
出
場
が
決
定
し
た
こ

と
を
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て

お
り
ま
す
。
大
き
な
ス
ト
ラ

イ
ド
で
走
る
の
で
、
海
外
の

選
手
と
一
緒
に
走
れ
ば
ス
ト
ラ

イ
ド
が
う
ま
く
は
ま
っ
て
、
さ

ら
に
彼
の
持
ち
味
が
出
せ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
期
待

し
て
い
ま
す
」
と
さ
ら
な
る

飛
躍
に
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

学
長
表
敬
訪
問

学
長
表
敬
訪
問

女子円盤投げで女子円盤投げで廣井楓廣井楓さんさん

男子８００ｍで男子８００ｍで岡村颯太岡村颯太さんさん

優勝優勝！！！！
準優勝準優勝！！！！

日本学生陸上競技個人選手権大会

チ
ー
ム
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
サ
イ
ク
リ
ン
グ

チ
ー
ム
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
サ
イ
ク
リ
ン
グ

メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
躍
！

メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
躍
！

の
舞
台
で
活
躍
し
て
い
ま

す
。「
自
分
の
中
で
は
ず
っ
と

憧
れ
て
い
た
、
１
番
入
り
た

か
っ
た
チ
ー
ム
。
こ
の
経
験

を
本
学
自
転
車
競
技
部
の
強

化
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

梅
澤
さ
ん
は
昨
年
の
イ
ン

カ
レ
で
は
男
子
オ
ム
ニ
ア
ム

で
優
勝
し
、
今
年
１
月
に
は

ト
ラ
ッ
ク
中
距
離
種
目
の
日

本
代
表
強
化
指
定
選
手
に
も

抜
擢
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

左から吉塚准教授、金久学長、岡村さん、廣井さん、瓜田教授

　

国
際
大
学
ス
ポ
ー
ツ

連
盟
（
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｕ
）
が

主
催
し
、
学
生
の
た
め

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
言

わ
れ
て
い
る
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｕ

ワ
ー
ル
ド
ユ
ニ
バ
ー
シ

テ
ィ
ゲ
ー
ム
ズ
の
「
第

32
回
夏
季
ワ
ー
ル
ド
ユ

ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
ゲ
ー
ム

ズ
２
０
２
５
ド
イ
ツ
・

ラ
イ
ン
ル
ー
ル
大
会
」

が
７
月
16
～
27
日
に
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

本
学
か
ら
は
水
泳
部

の
市
村
優
弥
さ
ん
（
ス

ポ
ー
ツ
総
合
課
程
４

年
、
北
海
高
等
学
校
・

札
幌
）、
本
学
体
操
競

技
部
出
身
の
長
谷
川
毅

さ
ん
（
体
育
学
研
究
科

修
士
課
程
体
育
学
専
攻

１
年
、
徳
洲
会
体
操
ク

ラ
ブ
所
属
）、
陸
上
競

技
部
の
岡
村
颯
太
さ
ん

（
上
記
参
照
）、
ビ
ー
チ

バ
レ
ー
で
出
場
す
る
女

子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の

森
川
仁
湖
さ
ん
（
ス
ポ
ー
ツ

総
合
課
程
１
年
、
今
治
精
華

高
等
学
校
・
愛
媛
）
の
過
去

最
多
４
人
が
日
本
代
表
選
手

と
し
て
出
場
し
ま
す
。

　

大
会
へ
の
切
符
を
手
に
入

れ
た
水
泳
の
市
村
さ
ん
は

「
ド
イ
ツ
と
い
う
慣
れ
な
い

環
境
で
の
大
会
で
は
あ
り
ま

す
が
、
自
己
ベ
ス
ト
を
更
新

し
て
３
番
以
内
に
入
り
、
メ

ダ
ル
を
持
っ
て
帰
り
た
い
と

思
い
ま
す
」、
体
操
競
技
の

長
谷
川
さ
ん
は
「
団
体
の
金

メ
ダ
ル
に
加
え
て
、
種
目
別

で
も
メ
ダ
ル
を
持
ち
帰
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
」、
陸
上

競
技
の
岡
村
さ
ん
は
「
初

め
て
の
世
界
大
会
な
の
で
、

し
っ
か
り
と
自
分
の
走
り
が

で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
き

ま
す
」、
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
の

森
川
さ
ん
は
「
６
月
の
ア
ジ

ア
選
手
権
で
の
悔
し
さ
を
晴

ら
せ
る
よ
う
、
海
外
の
レ
ベ

ル
の
高
い
相
手
に
対
し
て
も

恐
れ
ず
、
表
彰
台
目
指
し
て

全
力
で
戦
っ
て
き
ま
す
」と
、

４
人
そ
れ
ぞ
れ
に
大
会
に
向

け
て
の
抱
負
に
つ
い
て
コ
メ

ン
ト
を
寄
せ
て
く
れ
ま
し

た
。

Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｕ
ワ
ー
ル
ド
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
ゲ
ー
ム
ズ
日
本
代
表
選
手

水
泳
水
泳
のの
市
村
優
弥

市
村
優
弥
さ
ん
、

さ
ん
、

体
操
競
技

体
操
競
技
のの
長
谷
川
毅

長
谷
川
毅
さ
ん
、

さ
ん
、

陸
上
競
技

陸
上
競
技
のの
岡
村
颯
太

岡
村
颯
太
さ
ん
、

さ
ん
、

ビ
ー
チ
バ
レ
ー

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
のの
森
川
仁
湖

森
川
仁
湖
さ
ん
さ
ん

決定決定!!

水泳の市村さん水泳の市村さん体操競技の長谷川さん体操競技の長谷川さんビーチバレーの森川さんビーチバレーの森川さん 陸上競技の岡村さん陸上競技の岡村さん
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上
海
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル
の
子
ど

も
た
ち
を
鹿
屋
ま
で
引
率
し

て
、大
学
で
合
宿
を
行
っ
た
り
、

テ
ニ
ス
部
の
ウ
ェ
ア
ー
を
中
国

か
ら
運
搬
す
る
な
ど
、
毎
年

の
よ
う
に
鹿
屋
に
足
を
運
ん

で
い
る
。

　

さ
ら
に
鹿
屋
の
自
然
が
大

好
き
な
中
川
さ
ん
は
、
学
生
時

代
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
自
然

に
親
し
ま
せ
る
た
め
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
ゴ
ム
ボ
ー
ト
で
の
錦

江
湾
一
周
な
ど
も
行
い
、
国
立

大
隅
青
少
年
自
然
の
家
に
も

出
入
り
し
て
い
た
。
そ
こ
で
も

刺
激
的
な
出
会
い
が
あ
っ
た
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
の
自
転
車

競
技
部
を
１
９
９
５
年
に
作

り
、
本
格
的
な
強
化
を
始
め

た
ば
か
り
の
黒
川
剛
さ
ん
と

出
会
っ
た
の
だ
。
鹿
屋
の
自
転

車
競
技
部
と
言
え
ば
、
こ
れ

ま
で
日
本
代
表
選
手
を
50
人

以
上
輩
出
し
て
い
る
全
国
屈

指
の
強
豪
だ
。
創
部
間
も
な

い
時
期
で
将
来
の
夢
を
熱
く

語
る
黒
川
さ
ん
と
意
気
投
合

し
、
中
川
さ
ん
は
学
生
時
代

に
自
転
車
競
技
部
に
も
入
り
、

さ
ら
に
は
レ
ー
ス
に
も
出
場

し
て
い
る
。

　

柳
敏
晴
教
授
の
ゼ
ミ
で
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
や
野
外
ス
ポ
ー

ツ
を
学
ん
だ
こ
と
も
あ
り
、

中
川
さ
ん
は
今
、
新
た
な
夢

を
抱
き
始
め
て
い
る
。

「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
に
ぎ
わ
う

日
本
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は

体
験
型
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
求

め
ら
れ
る
と
思
う
ん
で
す
、

日
本
の
素
晴
ら
し
い
自
然
の

中
で
の
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
ぜ
ひ

実
現
さ
せ
た
い
で
す
ね
」

　

大
好
き
な
自
然
、
温
か
い

人
た
ち
と
の
出
会
い
。
興
味

の
あ
る
こ
と
に
没
頭
す
る
情

熱
、
そ
し
て
海
外
で
得
た
拓

く
力
。
中
川
さ
ん
の
人
生
の

中
心
に
は
常
に
鹿
屋
が
あ
る
。

（
ス
ポ
ー
ツ
文
化
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

宮
嶋
泰
子
）

　

今
春
、
鹿
屋
体
育
大
学
を

卒
業
・
修
了
し
た
学
生
の
進

路
状
況
に
つ
い
て
は
、
表
１

の
と
お
り
で
す
。

　

体
育
学
部
の
就
職
率
（
就

職
希
望
者
に
対
す
る
就
職
者

の
割
合
）
は
１
０
０
％
（
昨

年
度
は
98
・
６
％
）
と
な
り

ま
し
た
。

　

卒
業
生
の
う
ち
、
プ
ロ
や

実
業
団
の
選
手
を
含
む
企
業

等
へ
の
就
職
者
、
教
員
及
び

公
務
員
へ
の
就
職
者
の
割
合

比
は
、
い
ず
れ
も
昨
年
度
と

同
程
度
を
示
し
て
い
る
一
方

で
、
大
学
院
等
へ
の
進
学
者

の
割
合
は
微
増
し
て
い
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
武
道
課
程
に
お
い

て
は
、
就
職
率
が
７
年
連
続

１
０
０
％
を
達
成
し
ま
し

た
。

　

キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
就
職
相
談
員
と

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
派
遣
さ

れ
た
就
職
支
援
ナ
ビ
ゲ
ー

タ
ー
の
方
に
よ
る
就
職
支
援

に
関
す
る
相
談
体
制
の
充
実

を
図
る
た
め
、
令
和
４
年
10

月
以
降
、
週
４
日
体
制
か
ら

週
５
日
体
制
に
強
化
し
、
就
職
や
進
路
の

相
談
、
履
歴
書
や
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の

添
削
、
面
接
指
導
な
ど
の
個
別
対
応
を
随

時
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
就
職
相
談

体
制
の
ほ
か
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
科
目
の
授

業
実
施
や
表
２
の
と
お
り
年
間
を
通
し
て

就
職
支
援
行
事
の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

本
学
の
学
生
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
企

業
か
ら
「
ぜ
ひ
、
採
用
し
た
い
。
」
と
の

言
葉
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
大
学
と
し
て

も
そ
れ
ら
の
声
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
ま

ず
は
学
生
自
身
が
納
得
で
き
る
就
職
活
動

が
で
き
る
よ
う
に
、
教
職
員
が
連
携
・
協

力
し
、
学
生
の
声
を
聴
き
な
が
ら
就
職
支

援
に
努
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
に
改
修
工
事
が
終
わ
っ
た
同

セ
ン
タ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
学
生
が

利
用
し
や
す
い
施
設
と
な
り
ま
し
た
。
ぜ

ひ
皆
様
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

表２．令和７年度就職支援行事（予定）
４月 ・第１回公務員採用模擬試験（地方上級型）

５月
・就活セミナー「ＳＰＩ準備講座」
・第１回就職ガイダンス

６月
・就活セミナー「就活エージェントについて」
・就活セミナー「就活の軸を見つけよう」

７月 ・第２回公務員採用模擬試験（市役所型）
８月
９月
10月 ・第３回公務員採用模擬試験（共通基礎）
11月 ・第２回就職ガイダンス

12月
・就活セミナー「ＳＰＩ対策講座」
・第１回教員採用模擬試験（全国共通）

1月 ・第４回公務員採用模擬試験（警察・消防型）

２月
・第３回就職ガイダンス
・第５回公務員採用模擬試験（公務員共通確認）
・第２回教員採用模擬試験（全国共通）

３月
・就職EXPOバスツアー
・第６回公務員採用模擬試験（地方上級型）
・第３回教員採用模擬試験（全国共通）

※�上記のほか、企業や警察・自治体等の個別説明会を随時実施。

表１．令和６年度卒業生・修了生の進路状況	 令和７年５月１日現在

区　　　　　　　　　分
体育学部 大学院 修士課程 大学院 博士後期・３年制博士課程

スポーツ�
総合課程
（人）

武道�
課程
（人）

合計
（人） 率（％）※

体育学�
専攻
（人）

スポーツ
国際開発学
共同専攻（人）

合計
（人） 率（％）※

体育学�
専攻
（人）

大学体育
スポーツ高度化
共同専攻（人）

合計
（人） 率（％）※

進
路
先
等
内
訳

就
職

教
員
国公立：正規 2 1 3

15.6%
0 0 0

0.0%
2 1 3

75.0%私立：正規 4 0 4 0 0 0 0 0 0
期限付常勤・非常勤講師 10 13 23 0 0 0 0 0 0

公
務
員
警察・消防・自衛隊・刑務等 6 19 25 20.3% 0 0 0 11.1% 0 0 0 0.0%一般行政・団体等 11 3 14 1 0 1 0 0 0

企
業
等

プロ・実業団選手 17 2 19

41.7%

0 0 0

55.6%

0 0 0

25.0%スポーツ健康関連企業等 11 1 12 3 0 3 1 0 1
その他の一般企業等 46 3 49 1 0 1 0 0 0
自営業等 0 0 0 0 1 1 0 0 0

就職者　計 107 42 149 77.6% 5 1 6 66.7% 3 1 4 100.0%
就職活動中の者 0 0 0 0.0% 0 0 0 0.0% 0 0 0 0.0%
就職率（％） 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

進
学
大学・大学院 25 7 32 18.2% 3 0 3 33.3% 0 0 0 0.0%その他（専門学校等） 3 0 3 0 0 0 0 0 0

未
就
職
非就職希望 6 2 8 4.2% 0 0 0 0.0% 0 0 0 0.0%その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0

現職・元職に復帰 0 0 0 0.0% 0 0 0 0.0%
卒業生・修了生　合計 141 51 192 100.0% 8 1 9 100.0% 3 1 4 100.0%
※率（％）………卒業生・修了生の合計に対する割合

令和６年度卒業生・修了生の進路状況

14期生
中川 章弘さん

上海安帝体育諮詢有限公司 総経理 上海安帝体育諮詢有限公司 総経理 
台北光翼颯瀏特有限公司 董事 台北光翼颯瀏特有限公司 董事 
Glowing 株式会社 代表取締役Glowing 株式会社 代表取締役

【Profile】
なかがわ・あきひろ。1978（昭和53）年5月６日生ま
れ。福岡県福岡市出身。福岡県立香住丘高等学校から
1997年4月、鹿屋体育大学に入学。在学中、上海体
育学院へ交換留学。2002年3月卒業。2005年、上
海安帝体育諮詢有限公司を設立。2017年、台北光翼
颯瀏特有限公司、2018年には福岡にGlowing 株式
会社を設立し、スポーツイベントの企画・運営・管理、スポー
ツ用品の研究開発、製造、販売、輸出入、スポーツ選手・
人材のマネジメントなど、幅広い事業を展開している。

　

ま
ば
ゆ
い
ば
か
り
の
上
海

の
夜
景
を
背
景
に
中
川
章
弘

さ
ん
は
ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
画
面
に
現
れ
た
。
上
海

で
起
業
し
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ

ス
を
手
掛
け
、
テ
ニ
ス
ス
ク
ー

ル
を
中
心
に
イ
ベ
ン
ト
企
画

や
運
営
、
ス
ポ
ー
ツ
物
品
の

開
発
や
販
売
を
行
っ
て
い
る
。

　

上
海
と
の
出
会
い
は
大
学

２
年
次
の
交
換
留
学
か
ら
始

ま
っ
た
。
鹿
屋
体
育
大
学
が
上

海
体
育
学
院
と
大
学
間
交
流

協
定
を
締
結
し
た
最
初
の
年

の
留
学
生
に
な
っ
た
の
だ
。「
テ

ニ
ス
だ
け
で
生
き
て
い
く
だ
け

の
実
力
は
な
か
っ
た
の
で
、
何

か
他
の
付
加
価
値
を
付
け
な

け
れ
ば
と
思
い
、
留
学
を
選

び
ま
し
た
」
と
当
時
の
決
断

を
語
る
。

　

卒
業
後
、
１
年
間
の
留
学

で
は
習
得
し
き
れ
な
か
っ
た

語
学
を
も
の
に
し
た
い
と
再

び
上
海
に
渡
り
、
プ
ロ
テ
ニ
ス

チ
ー
ム
で
コ
ー
チ
を
行
い
な
が

ら
着
々
と
準
備
を
進
め
、
４

年
目
に
起
業
し
た
。

　

日
本
人
が
中
国
で
ビ
ジ
ネ

ス
を
す
る
の
は
難
し
く
な
か
っ

た
か
と
聞
く
と
、「
起
業
を
す

る
人
は
多
い
で
す
が
、
な
か

な
か
中
国
そ
の
も
の
に
入
り

込
ん
で
い
く
の
が
簡
単
で
は

な
か
っ
た
で
す
ね
」と
答
え
る
。

国
が
発
行
し
た
身
分
証
明
書

を
持
っ
て
い
る
中
国
人
が
何
か

に
つ
け
優
先
さ
れ
て
、
パ

ス
ポ
ー
ト
を
頼
り
に
す
る
し

か
な
い
中
川
さ
ん
は
常
に
後

回
し
に
さ
れ
た
。
中
で
も
、
中

国
で
は
土
地
を
所
有
し
て
い

る
の
が
政
府
な
の
で
、
そ
の

土
地
を
借
り
る
の
が
難
儀
だ
っ

た
そ
う
だ
。
そ
の
起
業
か
ら

す
で
に
20
年
が
経
過
し
て
い

る
。

　

テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル
を
始
め
た

当
初
の
顧
客
は
上
海
に
駐
在

す
る
日
本
人
が
ほ
と
ん
ど
で
、

中
国
の
人
は
１
割
程
度
だ
っ

た
。
経
済
成
長
と
と
も
に
徐
々

に
会
員
も
増
え
て
３
５
０
人

ほ
ど
に
な
り
順
調
に
見
え
た

と
こ
ろ
で
コ
ロ
ナ
に
襲
わ
れ

た
。
そ
し
て
そ
れ
に
続
く
中

国
経
済
の
悪
化
だ
っ
た
。
さ
ら

に
は
円
安
も
追
い
打
ち
を
か

け
て
会
員
数
は
激
減
。
し
か

し
、
そ
れ
を
救
っ
た
の
が
、
去

年
の
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
だ
っ

た
。
テ
ニ
ス
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

で
、
鄭
欽
文
（
ジ
ェ
ン
・
チ
ン

ウ
ェ
ン
）
が
中
国
人
と
し
て
初

の
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
。
こ
の

歴
史
的
快
挙
に
刺
激
さ
れ
て

中
国
全
土
に
若
い
女
性
を
中

心
に
テ
ニ
ス
ブ
ー
ム
が
巻
き
起

こ
っ
た
の
だ
。
か
つ
て
は
卓
球

や
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が
主
流
だ
っ

た
中
国
の
ス
ポ
ー
ツ
だ
が
、
生

活
が
豊
か
に
な
る
に
つ
れ
、
テ

ニ
ス
や
ゴ
ル
フ
な
ど
を
す
る
人

も
ち
ら
ほ
ら
見
か
け
る
よ
う

に
な
っ

て
き
て
い
た
。
そ
こ
に
こ
の
金

メ
ダ
ル
だ
。
現
在
は
ス
ク
ー

ル
の
会
員
は
７
割
が
中
国
人

だ
と
い
う
。

　

中
川
さ
ん
の
鹿
屋
体
育
大

学
に
対
す
る
思
い
は
人
一
倍

で
、
卒
業
し
て
郷
里
に
戻
る

時
に
は
涙
を
流
し
た
ほ
ど
だ
っ

た
と
い
う
。

　
「
こ
こ
を
離
れ
た
く
な
い
と

い
う
思
い
が
強
く
あ
り
ま
し

た
。
人
と
人
と
の
関
係
も
と

て
も
心
地
よ
か
っ
た
ん
で
す
」

　

そ
う
話
す
中
川
さ
ん
の
学

生
時
代
は
実
に
活
動
的
だ
っ

た
。
上
海
留
学
か
ら
戻
る
と
、

現
地
で
学
習
し
た
太
極
拳
を

生
か
そ
う
と
宮
田
和
信
教
授

の
太
極
拳
研
究
会
に
所
属
し
、

毎
週
土
曜
日
に
は
鹿
屋
の
朝

市
で
住
民
と
一
緒
に
太
極
拳
を

行
っ
た
。
さ
ら
に
は
グ
ロ
ー

バ
ル
研
究
会
に
も
所
属
し
、

２
０
０
１
年
に
は
鹿
屋
体
大

と
上
海
体
育
学
院
交
流
事
業

を
企
画
。
学
生
７
名
と
西
園

秀
嗣
教
授
と
田
畑
泉
教
授
と

共
に
上
海
を
訪
れ
、
そ
の
功

績
で
、
卒
業
時
に
学
生
表
彰

さ
れ
て
い
る
。

　

中
川
さ
ん
の
鹿
屋
愛
と
学

生
時
代
か
ら
の
様
々
な
活
動

は
、
現
在
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
も

し
っ
か
り
生
か
さ
れ
て
い
る
。

令和７年７月
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４
月
25
日
、
全
学
生
約

７
７
０
名
を
対
象
に
「
第
24

回
（
令
和
７
年
度
）
競
技
力

向
上
の
会
」
を
競
技
力
向
上

委
員
会
主
催
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

こ
の
会
は
、
日
頃
か
ら
競

技
力
向
上
に
励
む
本
学
学
生

と
そ
の
育
成
に
あ
た
る
教
員

等
が
一
堂
に
会
し
、
相
互
の

理
解
と
連
携
を
深
め
、
学
生

自
身
が
全
国
的
・
国
際
的

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
を
目
指

す
た
め
の
志
気
の
高
揚
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
平
成
14
年

度
か
ら
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
公
益
財
団
法
人

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
の
ス

ポ
ー
ツ
活
動
等
普
及
助
成
事

業
と
し
て
開
催
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
競
技
に
お
け
る
練
習

や
研
究
及
び
取
り
組
み
の
成

果
発
表
を
通
し
て
、
情
報
共

有
・
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
部
は
、
冠
ス
ポ
ー
ツ

奨
学
金
支
援
企
業
16
社
の
紹

介
と
今
年
度
か
ら
新
た
に
、

金
久
博
昭
学
長
か
ら
の
令
和

７
年
度
重
点
強
化
指
定
選
手

37
名
・
チ
ー
ム
（
代
表
者
）

６
名
へ
の
認
定
証
授
与
式

と
、
令
和
６
年
度
の
重
点
強

化
指
定
選
手
・
チ
ー
ム
か
ら
、

強
化
の
た
め
に
取
り
組
ん
だ

活
動
や
成
果
報
告
を
「
練
習

紹
介
型
」
と
「
分
析
型
」
と

し
て
練
習
内
容
や
結
果
の
分

析
デ
ー
タ
等
を
用
い
た
成
果

発
表
報
告
を
行
い
、
各
競
技

の
練
習
等
に
お
け
る
工
夫
を

共
有
し
あ
い
ま
し
た
。

　

第
２
部
は
、
プ
ロ
テ
ニ
ス

選
手
と
し
て
日
本
ラ
ン
キ
ン

令和７年度 強化指定競技
競技区分 競　　技　　名

スポーツ
個人競技

陸上競技、水泳、体操競技、
ボート、カヌー、自転車、ウィ
ンドサーフィン

スポーツ
団体競技

バレーボール、バスケット
ボール、サッカー、体操競
技、テニス

武　　道 剣道、なぎなた

令和７年度 重点強化指定チーム
競　技　団　体　名

女子バスケットボール部 体操競技部(男子)

テニス部(男子) テニス部(女子）

剣道部(男子) なぎなた部

令和７年度　重点強化指定選手
競技名 氏　　　　　　名
陸上競技 芹川 晃希、岡村 颯太、廣井 楓
水　泳 市村 優弥、後野 真衣、宮崎 未優
ボート 清水 凜

カヌー

土橋 愛花、河野 成玖、城島 寿成、
村橋 慶太郎、福島 悠斗、髙岡 明音、
鐘ケ江 愛華、上田 桃華、上野 文象、
大瀬 空、植木 春華、行田 朋晃、
山城 翔

自転車

岩元 美佳、年見 穂風、加藤 明日香、
勝村 岳大、谷口 慶志郎、梅澤 幹太、
並江 優作、岩谷 駿之介、廣田 汰也、
河村 元、淵 稟碧、香西 玲良、石田 陽紀、
福永 隼人、畑 祐太郎

バレーボール 山下 遥華
ウィンドサーフィン 穴見 賢太

「「
競
技
力
向
上
の
会

競
技
力
向
上
の
会
」」を
開
催！！

第
24
回（
令
和
７
年
度
）

　こんにちは。鹿屋体育大学バーベル部です。私たちバーベ
ル部は、2023年5月に創部された新しい体育系課外活動団体
でボディビルやフィジークなどの競技に挑戦しながら筋力トレー
ニングの正しい知識と技術を学び、ただ鍛えるだけでなく、「見
せる身体づくり」を実践しています。2年生2名、3年生3名、4

年生3名、大学院生4名の12名で活動しており、部員には女性
や中国からの留学生など個性豊かなメンバーが在籍しています。
　2024年9月に開催された「九州学生ボディビル選手権」では
個人で優勝、準優勝、「全日本学生オープンボディビル選手権」
では団体優勝するなど、創部2年目にして結果を残すことができ
ました。競技以外にも、本学が開催する学園祭や地域のスポー
ツイベントに積極的に参加し、自慢の筋肉でイベントを盛り上げ
ています。
　創部3年目の今年は「九州学生ボディビル・フィジーク選手権」、
「全日本学生ボディビル・フィジーク選手権」から大会名が変わっ
たUNDER26 OPEN JUNIOR CONTESTでの大会連覇、そし
て去年は惜しくも届かなかったフィジーク部門での優勝を目標に
日々のトレーニングに励んでいます。
　バーベル部は設立されたばかりのクラブです。歴史と伝統の
ある鹿屋体育大学の中で、新たな伝統を築けるよう日々努力を
重ねていきます。これからの成長を温かく見守っていただければ
幸いです。応援よろしくお願いします。

た
。

　

専
門
は
教
育
学
で
、
教
員

の
雇
用
に
つ
い
て
研
究
し
て

い
ま
す
。
と
く
に
、
非
正
規

雇
用
で
働
く
先
生
に
着
目

し
、
か
れ
ら
は
ど
う
い
う
環

境
で
働
い
て
い
る
の
か
、
ど

ん
な
困
難
さ
に
直
面
し
て
い

る
の
か
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
非

正
規
化
が
進
行
し
て
い
る
の

か
、
と
い
っ
た
点
を
、
日

本
・
台
湾
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

の
３
カ
国
で
調
査
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
大
学
院
生
の
時

に
は
私
自
身
が
非
常
勤
講
師

と
し
て
、
中
学
校
、
高
校
、

専
門
学
校
、
大
学
で
授
業
を

し
て
い
ま
し
た
。

　

本
学
で
は
こ
れ
ま
で
の

研
究
や
経
験
を
生
か
し
な

が
ら
、
教
職
課
程
の
授
業

を
担
当
す
る
予
定
で
す
。

近
年
＂
ブ
ラ
ッ
ク
＂
と
語
ら

れ
が
ち
な
学
校
現
場
で
す

が
、
元
来
教
職
が
有
し
て
い

る
魅
力
や
や
り
が
い
を
伝
え

る
こ
と
も
含
め
て
、
教
職
を

目
指
す
学
生
を
支
援
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後

と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
鹿
屋
体
育
大

学
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
に
着

任
い
た
し
ま
し
た
、
樋
口
公

嗣
と
申
し
ま
す
。
こ
れ
ま

で
、
医
療
現
場
で
の
臨
床
経

験
を
重
ね
る
と
と
も
に
、
学

生
や
若
い
世
代
の
健
康
課
題

に
向
き
合
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
本
学
の
保
健
管
理
セ
ン

タ
ー
は
、
心
身
の
健
康
を
支

え
る
大
切
な
窓
口
と
し
て
、

多
く
の
学
生
・
教
職
員
の
皆

様
に
寄
り
添
っ
て
き
ま
し

た
。
私
も
そ
の
一
員
と
し

て
、
日
々
の
健
康
相
談
や
予

防
医
療
に
加
え
、
ス
ト
レ
ス

や
生
活
習
慣
な
ど
、
大
学
生

活
を
健
や
か
に
送
る
た
め
の

サ
ポ
ー
ト
に
尽
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

健
康
は
、
学
び
や
研
究
、

そ
し
て
人
生
を
豊
か
に
す
る

土
台
で
す
。
気
に
な
る
こ
と

が
あ
れ
ば
、
ど
う
ぞ
お
気
軽

に
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
を
訪

ね
て
く
だ
さ
い
。
皆
様
が
笑

顔
で
過
ご
せ
る
よ
う
、
精
一

杯
努
め
て
参
り
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

４
月
１
日
付
で
ス
ポ
ー
ツ

人
文
・
応
用
社
会
科
学
系
の

講
師
と
し
て
着
任
し
た
菊
地

原
守
と
申
し
ま
す
。
出
身
は

千
葉
県
市
川
市
で
、
高
校
卒

業
後
は
名
古
屋
大
学
教
育
学

部
、
同
大
学
院
教
育
発
達
科

学
研
究
科
に
進
学
し
ま
し

スポーツ生命科学系
（保健管理センター）准教授

樋
ひ

口
ぐち

　公
こう

嗣
じ

スポーツ人文・応用社会科学系
講師

菊
きく

地
ち

原
はら

　守
まもる

　

４
月
１
日
付
で
、
ス
ポ
ー

ツ
・
武
道
実
践
科
学
系
の
准

教
授
と
し
て
着
任
し
ま
し
た

大
城
戸
知
と
申
し
ま
す
。
本

学
の
20
期
生
で
、
母
校
に

戻
っ
て
仕
事
が
で
き
る
こ
と

を
大
変
光
栄
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

本
学
を
２
０
０
７
年
に

卒
業
後
、
大
阪
府
警
察
に

奉
職
し
、
大
阪
府
警
察

2
万
４
０
０
０
人
の
中
の
25

人
の
剣
道
特
別
訓
練
員
に
指

定
さ
れ
、
警
察
術
科
・
稽
古

を
積
み
重
ね
特
練
員
と
し
て

14
年
、
そ
の
後
は
警
察
官
の

体
力
・
気
力
向
上
、
受
傷
事

故
防
止
訓
練
を
指
導
す
る
術

科
指
導
者
と
し
て
大
阪
市
内

に
あ
る
警
察
署
で
３
年
勤
務

し
て
お
り
ま
し
た
。

　

専
門
は
剣
道
で
、
学
生
た

ち
が
卒
業
後
公
務
員
に
な
る

学
生
も
多
い
と
い
う
中
、
レ

ベ
ル
の
高
い
本
学
の
環
境
で

私
が
今
ま
で
培
っ
て
き
た
経

験
・
知
識
を
生
か
し
指
導
・

挑
戦
で
き
る
こ
と
に
ワ
ク
ワ

ク
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
の
目
標
は
研
究
面
で

は
、
剣
道
の
技
術
的
研
究
に

つ
い
て
現
場
に
即
し
た
研
究

を
よ
り
一
層
進
め
て
い
く
こ

と
で
す
。
「
文
武
不
岐
」
、

「
知
」
と
「
技
」
の
懸
け
橋
と

な
る
よ
う
な
研
究
と
実
践
指

導
を
全
力
で
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。
課
外
活
動
で
は
、

剣
道
部
を
男
女
共
に
各
種

大
会
完
全
制
覇
に
導
く
こ
と

で
、
共
に
汗
を
流
し
、
部
員

た
ち
が
、
強
い
意
志
を
持
っ

て
道
を
切
り
拓
い
て
い
く
環

境
を
作
っ
て
い
く
こ
と
に
邁

進
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

スポーツ・武道実践科学系
准教授

大
おお

城
き

戸
ど

　知
さとる

グ
最
高

３
位
の

杉
山
記

一
氏
（
Ｎ
ｏ
ｒ
ｉ
ｋ
ａ
ｚ
ｕ 

Ｓ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
ｓ 

Ａ
ｃ
ａ
ｄ

ｅ
ｍ
ｙ
株
式
会
社　

代
表
取

締
役
社
長
）
を
講
師
に
招
聘

し
た
講
演
を
実
施
。
プ
ロ
選

手
や
指
導
者
の
育
成
、
強
化

を
望
む
大
学
等
の
テ
ニ
ス
指

導
に
ご
活
躍
中
の
杉
山
氏
か

ら
は
、「『
日
本
一
に
な
る
た

め
！
』
等
の
明
確
な
目
標
を

持
つ
こ
と
が
折
れ
な
い
心
を

つ
く
り
、
さ
ら
に
最
終
的
に

は
『
誰
か
を
幸
せ
に
で
き
る

こ
と
』
な
ど
が
、
自
ら
の
挑

戦
す
る
底
力
に
な
る
。」
な

ど
、
競
技
者
と
し
て
も
、
セ

カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
も
成
功
し

て
い
る
杉
山
氏
か
ら
熱
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
と
も
に
多
く
の

体
験
を
盛
り
込
ん
だ
有
意
義

な
内
容
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

学
生
か
ら
は
「
目
標
設
定
の

重
要
性
や
練
習
へ
の
向
き
合

い
方
を
考
え
る
機
会
に
な
っ

た
」
等
と
い
う
趣
旨
の
ア
ン

ケ
ー
ト
回
答
が
多
く
寄
せ
ら

れ
、
競
技
力
向
上
を
目
指
し

な
が
ら
日
夜
厳
し
い
練
習
に

励
む
本
学
学
生
に
と
っ
て
貴

重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。 重点強化指定選手の紹介の様子

令和６年度成果報告の様子

バーベル部課外活動
団体紹介

令和７年７月



鹿屋体育大学ではこの「蒼天」や公式ウェブサイト、その他ＳＮＳ等を
通して広く皆様へ本学の活動情報をお知らせしております。ご覧にな
ってのご意見、その他鹿屋体育大学の教育研究活動等へのご意見が
おありでしたら、今後の運営・活動の参考にさせていただきますので
ぜひお寄せください。

ご意見・アンケートは
右記二次元コードから
web入力できます。 

鹿屋体育大学への

ご意見をお寄せ

ください。

（4）
SOUTEN No.381

体育学部 総合型選抜（ＳＳ）入試 学校推薦型選抜 一般選抜 特別選抜
（帰国生徒・社会人） 私費外国人留学生入試 第３年次編入学試験

募集
人員

スポーツ総合課程 10人 50人 60人 若干人 若干人
20人

武道課程 ５人 20人 25人 若干人 若干人

出願期間
令和７年

９月１日(月)～
９月16日(火)

令和７年
11月４日(火)～
11月６日(木)

令和８年
１月26日(月)～
２月４日(水)

令和７年
11月４日(火)～
11月6日(木)

令和８年
１月2６日(月)～
２月４日(水)

令和７年
８月１日(金)～
８月６日(水)

選抜期日
第1次選考：�令和７年9月１日(月)

～９月１６日(火)
第2次選考：令和７年10月15日(水)

令和７年
11月２０日(木)・
11月２１日(金)

令和８年
２月25日(水)・
２月26日(木)

令和７年
11月2０日(木)・
11月2１日(金)

令和８年
２月25日(水)・
２月26日(木)

令和７年
８月2５日(月)・
８月2６日(火)

本学が実施
する試験

第1次選考：競技歴及び意欲等審査�
第2次選考：「�プレゼンテーション＋口頭

試問」試験、健康診断

小論文、面接、
実技検査

「プレゼンテーション
＋口頭試問」試験、実
技検査

小論文、面接、
実技検査

小論文、面接、
実技検査

小論文、面接、
運動能力検査

合格者発表 令和７年11月4日(火) 令和７年12月1日(月) 令和８年３月６日(金) 令和７年12月1日(月) 令和８年３月６日(金) 令和７年９月４日(木)

令和８年度鹿屋体育大学入学者選抜日程

※�出願資格、出願書類、選抜方法等の入学者選抜に関する詳
細については、大学公式ホームページでご確認ください。

入試に関する
問い合わせ先

〒891-2393　鹿児島県鹿屋市白水町１番地 　鹿屋体育大学教務課入試係
E-Mail：nyushi@nifs-k.ac.jp  TEL：0994-46-4869  FAX：0994-46-2533
公式ホームページ   https://www.nifs-k.ac.jp/

（（令和７年令和７年４月～５月）４月～５月）
【陸上競技部】	 	 	 	
■2025日本学生陸上競技個人選手権大会
　（4/25 ～ 27　神奈川/レモンガススタジアム平塚）
▽男子	 800ｍ	 ２位	 岡村　颯太	
▽女子	 円盤投	 １位	 廣井　楓	
				  
■第95回九州学生陸上競技対校選手権大会
　（5/16 ～ 18　福岡/東平尾公園博多の森陸上競技場）
▽男子	 400ｍ	 １位	 岡村　颯太	
	 800ｍ	 １位	 岡村　颯太	
	 走高跳	 １位	 芹川　晃希	
▽女子	 円盤投	 １位	 廣井　　楓	
				  
【テニス部】				  
■令和7年度九州学生春季テニス選手権大会
　（5/3 ～ 16　福岡/グローバルアリーナほか）
▽男子	 シングルス	 １位	 鳥井　俊作	
	 ダブルス	 １位	 鳥井、由良	
				  
【体操競技部】	 	 	 	
■第73回九州学生体操競技選手権大会
　（4/27　熊本/熊本県立総合体育館）
▽男子	 個人総合	 １位	 岡　倫太郎	
	 種目別あん馬	 １位	 石川翔生良	
	 種目別つり輪	 １位	 岡　倫太郎	
	 種目別ゆか	 １位	 野邊地陽希	
	 種目別跳馬	 １位	 野邊地陽希	
	 種目別鉄棒	 １位	 渡邊　　武	
	 種目別平行棒	 １位	 岡　倫太郎	
	 団体総合	 １位	 鹿屋体育大学	
▽女子	 個人総合	 １位	 濵上みやび	
	 種目別段違い平行棒	 １位	 濵上みやび	
	 種目別平均台	 １位	 濵上みやび	
				  
【水泳部】				 
■第57回西日本年齢別選手権水泳大会
　（5/24 ～ 25　宮崎/パーソルアクアパーク宮崎）	
▽男子	 50ｍ自由形	 １位	 市村　優弥	
	 100ｍ自由形	 １位	 市村　優弥	
	 200ｍ自由形	 １位	 日栄　健太	
	 50ｍ平泳ぎ	 ２位	 池嶋　勇人	

	 100ｍ平泳ぎ	 ２位	 池嶋　勇人	
	 50ｍバタフライ	 １位	 萬燈　祐仁	
	 100ｍバタフライ	 １位	 萬燈　祐仁	
	 200ｍバタフライ	 ２位	 杉浦　涼一	
	 200ｍ個人メドレー	 １位	 杉浦　涼一	
		  ２位	 石井　紀宙	
	 400ｍ個人メドレー	 １位	 杉浦　涼一	
▽女子	 50ｍ自由形	 ２位	 池崎　心春	
	 100ｍ自由形	 ２位	 池崎　心春	
		  ３位	 福岡　佑月	
	 200ｍ自由形	 １位	 宮崎　未優	
		  ２位	 瀬津菜々美	
	 400ｍ自由形	 １位	 瀬津菜々美	
	 800ｍ自由形	 ３位	 福岡　佑月	
	 50ｍ平泳ぎ	 ２位	 黒田　絢子	
	 100ｍ平泳ぎ	 １位	 小松　千紗	
		  ２位	 黒田　絢子	
	 200ｍ平泳ぎ	 １位	 小松　千紗	
		  ２位	 松本さくら	
	 50ｍバタフライ	 ３位	 後野　真衣	
	 100ｍバタフライ	 ２位	 後野　真衣	
	 200ｍバタフライ	 １位	 後野　真衣	
	 200ｍ個人メドレー	 １位	 宮崎　未優	
		  ２位	 松本さくら	
		  ３位	 瀬津優美香	
	 400ｍ個人メドレー	 １位	 宮崎　未優	
		  ２位	 松本さくら	
		  ３位	 瀬津優美香	
				  
【剣道部】				 
■令和7年度九州学生剣道選手権大会（男子第72回/女子第58回）
　（5/10　福岡/粕屋町総合体育館）				  
▽男子		  １位	 妹尾　風輝	
▽女子		  １位	 樋口　恵淑	
				  
■令和7年度西日本学生剣道大会（男子第70回/女子第40回）
　（5/24 ～ 25　福岡/久留米アリーナ）
▽男子		  １位	 鹿屋体育大学	
▽女子		  １位	 鹿屋体育大学	

【ヨット部】	 	 	 	
■2025年度西日本学生ヨット選手権大会
　（5/3 ～ 5　福岡/福岡市ヨットハーバー）	 	
	 スナイプ級団体	 ３位	 鹿屋体育大学	

【自転車競技部】				  
■�第27回全日本学生選手権クリテリウム大会
　（5/25　東京/大井埠頭周回コース）	
▽女子		  ２位	 岩元　美佳	
				  
【カヌー部】	 	 	 	
■2025アジア・パシフィック・カヌースプリント大会
　（5/8 ～ 11　石川/木場潟カヌー競技場）	
▽男子	 U21　K-1　500m	 ３位	 島津　成彰	
	 U21　K-1　1000m	 ３位	 島津　成彰	
	 U21　K-2　500m	 ３位	 島津　成彰

※他団体選手と出場
	 U21　K-4　500m	 １位	 島津、酒井	

※他団体選手と出場
	 U18　C-1　500m	 ４位	 澤田幸太郎	
	 U18　C-1 1000ｍ	 ２位	 澤田幸太郎	
	 U18　C-2　500m	 ２位	 澤田幸太郎
	 ※他団体選手と出場
▽女子	 U21　K-1　500m	 ４位	 川野　円子	
		  ７位	 植木　春華	
	 U21　K-2　500m	 １位	 川野　円子	

※他団体選手と出場
		  ４位	 植木　春華	

※他団体選手と出場
	 U21　K-4　500m	 ２位	 植木、川野	

※他団体選手と出場
▽混合	 U21　K-2　200m	 ６位	 島津、川野	
		  ７位	 植木　春華	

※他団体選手と出場
	 U21　K-1 Relay(4×200m）
		  ２位	 島津　成彰
	 ※他団体選手と出場
	 U18　C-2　200m	 ３位	 澤田幸太郎	

※他団体選手と出場
	 U18　C-1 Relay(4×200m）	
		  １位	 澤田幸太郎

※他団体選手と出場

■第15回全日本学生カヌー長距離選手権大会
　（5/17 ～ 18　京都/久美浜湾カヌー競技場）
▽女子	 WC-1　10,000m	 ５位	 中道　綺華	
	 WK-1　10,000m	 ７位	 髙岡　明音	
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ありがとうございます 賛助会費は奨学金、国際交流、学内研修等に利用させていただきます。
心から感謝申し上げます。 氏名は学生、五十音順。敬称略。

令和７年７月


